スピーカ 測定 で で きだ と と 


っ デ 
いこ トー 


で き な か っ 


@ 「 展 覧 会 ] で の 小倉 さん 


10 月 23, 24 日 の 「RGAA クラ ブ 
一 音 の 展覧 会 」 に 24 日 , 筆者 も 参加 
させ て いた だ きま し た . 会 場 が ホテ 
ル の 一 室 な の で , 部 屋 の 環境 は 比較 
的 よく な り ま し た .。 マイ ク 集 音 時 , 
窓 越し の JR 電車 通過 音 な どの 外来 
雑音 が 気 に な り ま し た (電車 高架 橋 と 
部 屋 の 高き が ほぼ 同じ . 距離 約 100 m) 
が , これ が バー スト 波 測 定 に お ける 
アベ レー ジ 効 果 の 実証 に 役立ち まし 
た . 災い 転じ て 福 と な す (? ) 

測定 の 内 容 は 予告 され た “SP 計 
測 の 実際 *” で は あり ます が , その 模 
舞 演 技 や JIS 測定 の 実際 を する も 
の で は あり ませ ん . 筆者 が , この 「 散 
歩道 | で や っ て いる こと の 実際 と , 
メー カー 側 の 生産 管理 や 評価 で は 表 
に 出 て こない , 基礎 実験 的 な 測定 で 
泥 。 

時 間 の 関係 で 機材 を 生か し きれ ず 
に 終わ っ て し まい まし た の で 。 今月 
は , 筆者 の その 実験 の 目論み と 補足 
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小倉 幸一 


を 始め に 述べ て お きま す . 

スピ ー カ の 具体 的 な 事例 や 評価 に 
つい て は 石塚 唆 氏 が 述べ られ て いる 
と 思い ます の で ,。 ここ で は スピ ー カ 
の マイ ク に よる レス ポン ス 表 示 ま で 
を 述べ ます . 

スピ ー カ 測定 と いっ て も その 内 容 
は 種々 あり , 全般 的 な 評価 に は それ 
ら を 網 維 し な いと , 総合 評価 に は デ 
ー タ 不足 と な っ て し まい ます .。 し か 
し , ここ で は { 特に し ぼっ て 測定 を 


テア ンジ: 
スイ ー プ ・ 
ジェ ネ レ ー タ 隊 で 一 
(SWG) 


し て みる こと に し まし た 。 と いう の 
も , 最近 コン ピュ ー タ に よる ディ 
ジタル 処理 で { 特 表示 を する 傾向 が 
出 て き て いま す が , 安易 さ な り の 落 
と し 穴 に 気 を つけ な けれ ば な り ま せ 
ん 。 68 年 ころ 。 ベ ケシ ー (G. von 
Bekesy) 教授 と ハワイ 大 学 で 実験 
を し た ところ, 教授 は |「 コ ンピュータ 
を 使わ な く て は 答え の 出 な いよ うな 
実験 は する な ! |」 と よく いっ て お ら 
れ ま し た 。 当時 は キロ バイ ト ・ オ ー 
ダー で の 処理 で マイ コン な ん て な か 
っ た 時 代 で し た か ら , 現代 の 様子 を 
見 た らき さき ぞ びっ くり され る こと で し 
ょ う .。 教授 は , 内 古内 邊 に お ける 刺 
激 の 物理 的 機器 の 発見 で , 1961 年 ノ 
ー ベ ル 生 理学 医学 賞 を 受賞 され まし 
。 


スイ ー プ 特性 の 観測 


さき て,。 そ の コン ピュ ー タ 処理 で な 
い { 特 の 実験 で す が , 最初 は 11 月 
号 写真 の 実演 を し まし た . 

CD の スイ ー プ 信号 を 使っ て , そ 
の レス ポン ス を メモ リ ・ ス コー プ ( ア 
ナ ロ グ 管 面 メ モリ ) で 表示 する も の で 


す . その 特徴 は , 
① レコ ー ダ 記録 より 応答 性 が 抜 
群 に よい 


⑨② レス ポン ス の エン ベロ ー ブ 的 


SP アマ イク (校正 スミ ) 


アナ ログ ・: メ モリ 
( 管 面 ) 
オシ ロス コー プ 
オシ ロ ②⑧ 


音 圧 指示 


第 1 図 > 測定 シス テム の 構成 


fs スイ ー プ fe 


ファ ンク ショ ン ・ 
ジェ ネ レ ー タ 
f:200 一 5kHz (fs 一 fe) 

トリ ガ ・ パ ルス (スター ト ) シン グル ・ ス イー プ 


SP( 裸 ) 


ATT の みや すい 値 で , 
音 圧 が 適当 に な る よう 調整 ( 半 固定 ) 


< 第 2 図 A> 信号 系 の 構成 


ラジ オォ 技術 


スタ ー ト ・ パ ルス 


スピ ー ド と 周波 数 範囲 が 任意 
に 決め られ る 
実は 。 この ③ 項 が 筆者 と し て は や 
り た か っ た の で す が , 時 間 の 都合 で 
で きま せん で し た の で , 以下 筆者 の 
実験 室 で や っ て み ま す . 
食 構 成 (第 1 図 ) 
( スイ ー プ 信号 発生 、 サイ ン 連 
続 波 。 トリ ガ ・ バ ルス 発生 。 
スイ ー プ ・ ス ター ト 制 御 
(⑤ マイ ク 
1/2 イン チ 校 正 ず み マ イク 
(C) 記録 表示 
アナ ログ 管 面 メモ リ ・ オ シロ 
⑪) 被 測定 スピ ー カ (11 月 号 2 図 
参照 。 な お 第 2 図 の タイ ミン グ ・ 
バル ス は 時 間 が 違っ て いま す . 
写真 の 方 が 正しい . それ か ら 文 
中 。 チ ャ ー ト ・ ス ピー ド は 180 
mn/mm の ミス プリ ント で す ) 
以上 の 構成 を プロ ッ ク ・ ダ イア グ 
ラム に し た も の が 第 2 図 で す . (A は 
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to 


m 放 ジル 
測定 


オシ ロ ③⑬) 
タイ ム ・ パ ルス 
監視 


ドリ ガ ・ パ ルス 
発生 イツ ) 
9 


(fs 一 fn に AA スイープ 
同期 ) 
B ス イー プ ( 拡 大 ) モニ タ 系 
ゲー ト ( パ ルス ) 第 2 図 C へ 
to 
4< 第 2 図 B 
同期 系 の 構成 オシロ 
B グ ゲー トス ター ト は パル ス 発 生 と 動作 
誠 り dl 監視 用 
(上 ) 
20ms/di 
較 南 Fine_ 
イク アン ズ 
er 第 2 図 〇 
モー ニタ 系 の 構成 . 同 波数 特 
B ゲ ー B ゲ ー ト パル ス 性 を オシ ロ で 見 る 
| パル ス 
用 
非対称 性 が わか る . 信号 系 。(B) が トリ ガ と 同期 系 ,(C) が 
③ 目的 に 合わ せ て , スイ ー プ ・ モニ タ 系 で す . 


11 月 号 で は CD の 1 kHz の ガイ 
ド 信号 で シス テム 機材 が いっ せい に 
スタ ー ト する 構成 で し た が , 今回 は 
シス テム の フレ キシ ビリ ティ を 増す 
た め に 。 CD は 使い ませ ん . 

第 2 図 A の 信号 発生 部 で 中 心 と な 
る の は スイ ー プ ・ ジ ェ ネ レー タ 
(SWG) で , ス ター ト 周 波数 (f。)=200 
Hz,。 エン ド 周 波数 (f。) ニ 5 kHz 
と 決め 。 さらに , トリ ガ を 待っ て ス 
ター ト す る シン グル ・ ス イー プ ・ モ 
ーー ド 記 し で お きま すず , 反 f。 まで は 
も ちろ ん LOG スイ ー プ で す . その 
時 間 も 自 由 に 決め られ ます が , オシ 
ロ で な く ペ ン 画 を 考え る と , レコ ー 
ダ の チャ ー ト ・ ス ピー ド を 考慮 し な 
けれ ば な り ま せん . 筆者 の 場合 。 11 
月 号 で 示し た パタ ー ン を 標準 と し て 
お り , 180 mm/min の 速度 を 多用 し 
て いま す . 

今回 の 自由 な スイ ー プ 時 間 と 周波 
数 幅 の 変化 に 対す る レス ポン ス 取 り 


| | メイ ント リガ 


スイ ー プ ・ 


Tai | スタ ー ト バルス 


を 実験 目的 と し て いる 場合 。 こ の チ 
ャ ー ト ・ ス ピー ド の 非 連 続 件 は 実験 
の 制限 事項 と な り ま す . これ を 解決 
する に は チャ ー ト ・ ス ピー ド を 決め 
て いる レコ ー ダ 内 の クロ ッ ク ・ パ ル 
ス の 周波数 を 変え た て や れ ば よく , リ 
ア ・ パ ネル に 端子 も 出 て いま す が , 
今回 は 見 送り まし た . 

出力 は アッ テ ネ ー タ (ATT/600 Q) 
に 接続 きれ アン プ , スピ ー カ と な り 
ます . アッ テ ネ ー タ 調整 は 音 圧 dB 
を 見 な が ら 決 め ま す . 実験 で は 90 
dB (12 cm) を 目安 に し まし た . 
ATT を 使う 利点 は , 再現 性 と 微 調 
整 と いう こと で す 。. 

第 2 図 B) は トリ ガ 回 路 を 抜き だ し 
た も の で , オー ディ オ 回 路 で は 見 慣 
れ ぬ ブロ ッ ク 図 で す が , この トリ が ガ 
回 路 で 実験 の し や すさ や 便利 さ が 決 
まり ます . 多く の 機器 を 使っ て いる 
と , シス テム ・ ス ター ト と 同時 に つ 
ぎ つ ぎ に 動か され る 機器 の 順序 や 動 
作 確 認 の た め に この 図 は 必要 に な 
り , トト リガ 図 と し て 重宝 し て いま す . 

今回 の シス テム は 11 月 号 の オシ 
ロ 3 台 式 か ら 発展 し た も の で , スイ 
ー プ ・ ジ ェ ネ レー タ を トリ ガ す る こ 
と か ら 始 まり ます . この トリ ガ を 待 
っ て いる 間 SWG は f。 (200 Hz) を 
発振 し て いま す . f。 に 達し た と き , 
また も と の f。 に も どり ます . 具体 的 
に は , 

oO スイ ー プ 時 間 : 0.4 秒 

oO メ イン ・ ト リガ 間隔 : 2.5 秒 
で す .。 この メイ ン ・ ト リガ は 2.5 秒 
で 勝手 に 発振 し て いる の で な く , ス 
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マイ ク 出 力 

(SP-Mic 間 お くれ ) 
| *f ャ で * ょ ー 原信 号 を 打 消し 

(ディ レー 回 路 付 ) 


オシ ロ 画 面 
jr 整流 メー タ の 指示 


と 計画 し まし た . 

実際 の 楽 音 を 感じ る われ われ の 聴 
覚 は バー スト 波 の 最初 の 1 波 の 立ち 
上 が り よ り 。 そ の エン ベロ ー プ の 立 
ち 上 が り を 感じ て いる の で は な いか 
…。 打 弦 や 打楽器 の ほう は , 弦 を こ 
する と き の 音 量感 の 増大 (減少 ) に 比 
較 し て , 短い 立ち 上 が り と いっ て も 
バー スト 濾 ほ ど で は な いと 思え ま 
す . 楽 音 の 実際 の エン ベロ ー プ の 例 
を 写真 C に か か げ ま す . 

ある 程度 の 時 間 , 刺激 が 与え られ 
て , 楽 音 の 美しき な どの 感動 が わき 


< 第 3 図 > 
バー スト 波 に よる 
過渡 特 性 の 測定 


< 第 4 図 > 
ゲー ト の 発生 と 
信号 時 間 


上 が っ て くる 。 そ ん な こと と 考え 併 
せる と , 同じ 立ち 上 が り と は いえ , 
エン ベロ ー プ の 立ち 上 が り に 注目 し 
な いわ け に は いき ませ ん (早い 立ち 上 
が り に 対す る 感動 表現 は 違う 言葉 )。 以 
上 , 筆者 が 考え る ピッ プ 波 刺激 の 必 
要 性 で す . 

アン プ 製 作 や ユニ ッ ト の 改造 等 で 
の そそ れ ら の 評価 が , 楽 音 の 場合 ス 
テレ オ 聴 取 の 状態 で 行わ れ て いる に 
鑑み , 2 ユニ ッ ト の 音 場合 成 に も 本 
法 を 使っ て みた いし , この 展覧 会 で 


も 多く の スピ ー カ が 集まっ た こと を 


た い へ ん 刺 肖 の 多かっ た "展覧 会 " 
但 オ ー デ ィ オ は 上 躍進 し て いる / 


今回 か ら 会 場 が ホテ ル に 格上げ さ 
れ た 結果 。 便利 に な っ た だ け で な く 
オー ディ オ ・ フ ェ ア の よう な 洗練 さ 
れ た 雰囲気 に な り ま し た . 以下 は 
個々 の 展示 の 感想 で す . 
1. 石塚 氏 フ ィ ー ル ド ・ エ キサ イタ 
式 ス ピー カ 

初め あ は いふ つう の 石 ア ンプ の 出力 に 
抵抗 を 直列 に 接続 し て 擬似 電流 出力 
アン プ と し て 音 だ し が 行わ れ ま し 
た 。 大型 スピ ー カ か と 思う ほど 堂々 
と し た 音 で す が , よく いえ ば 落ち 着 
いて いる 。 悪く いえ ば 活気 の な いふ 
つう の 音 で す 。 

そこ で 佐藤 氏 製 作 の 真空 管 式 電流 
出力 アン プ に 交換 し た と ころ , 見 違 
える (聴き 違え る ?) よう に 溢 刺 と し 
た 音 で 鳴り 出し まし た 。 ハ イ ・ ス ピ 
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小江 宏 
ー ド で あり な が ら ピ ー キ ー な 感じ が 
な い の は , 高 域 に 妙 な 共振 が な いか 
ら で し ょ うか 。, 小さ な エン クロ ー ジ 
ャ な の に , 低音 補償 回 路 の 助け も あ 
り 。 豊か だ が 締まっ た 低音 が 聴こえ 
ます . パワ ー・ ハ ンド リン グ も 十分 
に 大 き く , 発熱 の 問題 も 解決 ずみ で , 
オー ディ オ の 歴史 に 印 を つけ る 意欲 
的 な 作品 と いえ まし ょ う . 
あの ネル ソン ・ パ ス も , 最近 電流 
出力 アン プ と シン グル ・ コ ー ン ・ ス 
ピー カ の 組み 合わ せ に ハマ ッ て いる 
よう で す . 酸 い も 甘い も 知り 尽く し 
た オー ディ オ ・ マ ニア の 行き 着く 先 
は この 辺 に ある の か も し れ ま せん . 
2. 古本 氏 ス ピー カ ・ シ ステ ム 
ウレ タン を 使っ て fj を 潰し た 3 
ウェ イ ・ シ ステ ム で 。 石 ア ンプ で 駆 


ゲー ト 信 号 
ファ ンク ショ ン ・ 
ジェ ネ レ ー タ 
発生 波形 


5 サイ クル 目 5 サイ クル 目 が 終る まで 
続く 
ゲー ト 叶 間 終 了 


この よう に は な ら な い 


候 真 C〉 楽 音 の エン ペロー プ の 例 。 ド ヴォ ル ザ 
ー グ : チェ ロ 協 の 一 部 


思え ば , 時 間 不 足 が 恨 め | 謗 く 思 史 ま 
し た . 事後 感想 で す . 


動き され まし た . 見 事 な 音 で , 小生 は 


先日 の イン ター ナシ ョ ナル ・ オ ー デ 
ィ オ ・ フ ェ ア を 思い 出し まし た . 海 
外 製 の 高級 スピ ー カ に 一 脈 通じ る 音 
で , 躍動 感 と 輝き に 満ち て いま す . 
女性 の ボー カル は 大 人 の 色香 を 感じ 
させ , 申し 分 あり ませ ん . 

使用 ユニ ッ ト は 低音 が 三菱 製 , 中 
音 と 高音 が フォ ステ クス と ,。 い ずれ 
も 国産 品 と 知っ て 驚き まし た . 500 
Hz と 9kHz の クロ ス オ ー バ 設定 
は 一 般 的 で は あり ませ ん が , 精密 な 
測定 に 裏付け られ て 全体 に 音色 が 統 
一 され て いま す 。 国産 の メー カー 品 
に な いよ い 意 味 の バ タ 臭 さき に , 大 い 
な る 魅力 を 感じ まし た . 

3. 佐藤 氏 吸音 式 SP シス テム 
38 cm の エレ クト ロ ヴ ォ イ ス 全 
域 型 スピ ー カ を 使用 し た シス テム 
で , 小型 の 吸音 箱 (?) は 分 割 で きる 
よう に 設計 され て いて , 三 菱 の 30cm 
ウー ファ を 複数 個 使用 し 。 一 種 の ド 


< 。 


